





























































































窟番号 窟内位置 時　代 影塑種類 現存の有無
248 窟 中心柱四面 北魏（～西魏） 供養菩薩 残存
251 窟 中心柱四面 北魏 供養菩薩 残存
254 窟 中心柱四面 北魏 供養菩薩 残存
257 窟 中心柱四面 北魏 供養菩薩 残存
259 窟 西壁塔形正面・両側面上部 北魏 供養菩薩 北側面に２体
260 窟 中心柱四面 北魏 供養菩薩、化生 残存
288 窟 中心柱四面か 北魏または西魏 千仏 残存
290 窟 中心柱四面か 北周 千仏 なし
428 窟 主室四壁上部 北周 千仏 残存
432 窟 中心柱四面 西魏または北周 供養菩薩、化生 残存
435 窟 中心柱四面か 北魏（～西魏） 化仏、菩薩、飛天、供養菩薩 残存
437 窟 中心柱東面のみ？ 北魏 立仏、菩薩、飛天、供養菩薩 残存
302 窟 須弥山形中心柱側面 隋 千仏 なし








































































































































































































































ることができた。ただし、Ch.021 と 029 は展示壁に嵌め込まれガラスケースに覆われているため、寸法の計測と側面・
裏面の観測はできなかった。
⒄　Ch.018については公開データベースで写真を閲覧することができる。
http://museumsofindia.gov.in/repository/museum/nat_del.（2018年１月10日閲覧）
⒅　矢代幸雄「燉煌出土塑造半肉仏像」『美術研究』135（13-2）、1944年３月、26～34頁。この論考の存在は森美智代氏に
ご教示いただいた。なお、２点のうち前者は衣文線が濃青色、身光が暗赤色と記録されていることから、強いて挙げれ
ば第428窟の②の配色に相当する。後者は衣が赤みを帯びた灰色と記録されているが、頭光と身光、台座の彩色は説明
されておらず、第428窟の①か③か判別できない。これらの塑像については松本榮一氏も言及している。松本榮一「「か
た」による造像」『美術研究』156、1950年11月、１～ 15頁。
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